
MINHON_WebAPIHelper

MINHON_WebAPIHelperはみんなの自動翻訳のAPI機能を使いやすくまとめたDLLです。

■概要

DLL(Dynamic Link Library)は、共通して利用する機能をモジュールでまとめることにより、

開発者の実装の省力化を目的としています。

MINHON_WebAPIHelperを使用すれば、みんなの自動翻訳のWebAPIを

容易に利用することができます。

■動作要件

MINHON_WebAPIHelperは.Net Standard2.0で作成されています。

使用するには、.NetFramework4.7以上、もしくは.NET5.0, .NET6.0以降で

作成したアプリが対象となります。

.NetFramework4.7未満のバージョンで当DLLを使用したい場合は、

.Net Standard2.0への参照が必要となります。

■搭載されているAPI機能

【汎用】

自動翻訳 ・・・ 翻訳APIを指定(※後述)して、原文テキストを翻訳します。

画像翻訳 ・・・ 画像内の文章を翻訳します。

ファイルとストリームのどちらにも対応しています。

文章区切り ・・・ 長い文章を指定して、文章を適切な長さに区切ります。

言語検出 ・・・ 原文テキストを指定して、構成されている言語を検出します。

辞書引き ・・・ 指定した辞書で、指定した単語の意味を調べます。

翻訳API取得 ・・・ 原言語と訳言語を指定し、利用できる翻訳APIの一覧を取得します。

【翻訳データ】

用語集 ・・・ 用語集を操作(登録・更新・リスト取得・削除)するためのAPIです。

└ 用語 ・・・ 用語集に紐づいた用語を操作(登録・更新・検索・削除)するためのAPIです。

対訳集 ・・・ 対訳集を操作(登録・更新・リスト取得・削除)するためのAPIです。

└ 対訳 ・・・ 対訳集に紐づいた対訳を操作(登録・更新・検索・削除)するためのAPIです。

正規表現集 ・・・ 正規表現集を操作(登録・更新・リスト取得・削除)するためのAPIです。

└ 正規表現 ・・・ 正規表現集に紐づいた正規表現を操作(登録・更新・検索・削除)

するためのAPIです。

【ドキュメント】

ファイル翻訳 ・・・ ドキュメントファイルを翻訳します。

一般的なテキストファイルから、ExcelやWordなど、様々な形式に

対応しています。

【その他機能】

音声合成 ・・・ テキストを送信し、音声ファイルを合成します。



インストール・アンインストール

■インストール

当DLLはVisual Studio上で「参照の追加」からパスを指定し、

参照することで利用できます。

■アンインストール

当DLLはレジストリの変更を行っていないため、アンインストールしたい場合は

DLLファイルを削除してください。



DLLの利用方法

■サンプルコード

// 自動翻訳API取得の利用サンプル

var minhon = new MinhonWebApi(userName, apiKey, apiSecret, proxyInfo: proxyInfo);

var apiRes = await minhon.GetAutoTranslationApiListAsync(

       (Enums.Language)cboLang1.SelectedValue, (Enums.Language)cboLang2.SelectedValue);

if (apiRes.IsError)

{

       // エラー処理

       return;

}

・コンストラクタの引数にはユーザー名(ID), APIキー, APIシークレット, サーバーURL(省略可),

　プロキシ設定(省略可※)、タイムアウト設定(省略可※)を指定してください。

・サーバーURLを省略した場合は、NICTのサーバー「https://mt-auto-minhon-mlt.ucri.jgn-x.jp/」

　が設定されます。

・各APIコールメソッドにはタイムアウト値（秒）を設定する引数が存在します。

　省略した場合は、デフォルト値が自動的に設定されます。

・各APIコールメソッドは全て非同期メソッドです。

　APIコールメソッドを呼ぶ場合は、await句などをつけて呼ぶようにしてください。

※）サーバータイムアウトが60秒のため、60秒を超えるタイムアウト値は設定できません。

　　もし設定した場合は、サーバータイムアウトが優先して処理されます。

※プロキシ設定について

ProxyInfoはプロキシが設定されている環境での利用を想定しています。

・プロキシ設定されていない環境で利用する場合は該当の引数を省略してください。

・プロキシアドレスは「http://プロキシアドレス(or IP):ポート番号」の形式で指定してください。

※プロキシ認証を利用する場合

・ProxyInfo.ProxyAccountプロパティにユーザー名を設定してください。

・ProxyInfo.ProxyPasswordプロパティにパスワードを設定してください。



■ApiResponseについて

ApiResponseの中にはAPI実行の成否以外にも、様々なオブジェクトが存在します。

各API機能には専用のResultModel(結果モデル)を持っています。

各API機能の処理結果はApiResponse.Data.Resultの中に格納されていますので、適宜利用してください。

＜標準機能＞

・自動翻訳API取得結果モデル（※カスタム自動翻訳 & 標準自動翻訳共用）

    GetTranslationApiListResultModel

・文字区切り結果モデル

　SplitResultModel

・言語検出結果モデル

　LangDetectResultModel

・自動翻訳結果モデル（※画像ファイル翻訳＆画像ファイル翻訳共用）

    AutoTranslationResultModel

・辞書引き結果モデル

　LookupResultModel

＜翻訳データ：コレクション＞

・用語集 or 対訳集 or 正規表現集(登録)結果モデル

    [Term or Bilingual or Regex]CollectionAddResultModel

・用語集 or 対訳集 or 正規表現集(更新)結果モデル

    [Term or Bilingual or Regex]CollectionUpdateResultModel

・用語集 or 対訳集 or 正規表現集(リスト取得)結果モデル

    [Term or Bilingual or Regex]CollectionGetListResultModel

・用語集 or 対訳集 or 正規表現集(削除)結果モデル

    [Term or Bilingual or Regex]CollectionDeleteResultModel

・用語集 or 対訳集 or 正規表現集(ダウンロード)結果モデル

    DownloadApiResultModel

＜翻訳データ：個別データ＞ ＜その他＞

・用語 or 対訳 or 正規表現登録結果モデル ・音声合成

    [Term or Bilingual or Regex]AddResultModel     DownloadApiResultModel

・用語 or 対訳 or 正規表現ファイル登録結果モデル

    [Term or Bilingual or Regex]AddFileResultModel

・用語 or 対訳 or 正規表現更新結果モデル

    [Term or Bilingual or Regex]UpdateResultModel

・用語 or 対訳 or 正規表現検索結果モデル

    [Term or Bilingual or Regex]SearchResultModel

・用語 or 対訳 or 正規表現削除結果モデル

    [Term or Bilingual or Regex]DeleteResultModel

＜ドキュメント＞

・ファイル翻訳登録結果モデル

    FileTranslateAddResultModel

・ファイル翻訳状況確認結果モデル

    FileTranslateStatusResultModel

・ファイル翻訳結果取得結果モデル

    FileTranslateGetResultResultModel



注意事項

MINHON_WebAPIHelperは内部でHttpClientを利用しています。

HttpClientはusingで囲うなどして使う度に破棄する用途では設計されていません。

上記の使い方は間違いであり、ソケットを枯渇させる原因となります。

MINHON_WebAPIHelperも必ず使い回すようにしてください。

APIのURLにアクセスし、APIが使用可能かどうかを判断する

サンプルを以下に記載します。

■サンプル

/// <summary>

/// WebAPIが利用可能かどうかを判定

/// </summary>

/// <returns>True:利用可能　False:利用不可</returns>

public static bool IsOnline()

{

    if (string.IsNullOrEmpty(ApiUser))

    {

        return false;

    }

    var apiRes = MinhonApi.SplitSentenceAsync("abc", Enums.Language.en).GetAwaiter().GetResult();

    if (apiRes.IsError)

    {

        if (apiRes.Code == Enums.GetApiResultCodeName(Enums.ApiResultCodes.Code111))

        {

            // メンテナンス中は仮に接続可能と判断

            return true;

        }

        else

        {

            return false;

        }

    }

    else

    {

        return true;

    }

}

上記のMinhonWebApi(変数名：MinhonApi)はどこかで静的変数として定義し、一度だけ

インスタンスを生成してください。



リファレンス - 標準API機能
※timeoutSeconds引数は全APIコールメソッドに存在するため、省略しています。

■標準自動翻訳

メソッド

GetAutoTranslationApiListAsync

機能説明

原言語と訳言語の言語コードを指定し、自動翻訳APIで利用できる翻訳APIの一覧を

取得する機能です。

引数

fromLang 原言語の言語コード(Language列挙体)

toLang 訳言語の言語コード(Language列挙体)

apiType 翻訳APIの種類(標準 or カスタム)(初期値：標準)

limit 翻訳API一覧の表示上限数(初期値：200)

offset 一覧取得データにおける、オフセット値(初期値：0)

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

■自動翻訳

メソッド

AutoTranslationAsync

機能説明

翻訳APIIDを指定し、原文を翻訳した結果を取得する機能です。

引数

text 翻訳対象の原文テキスト

batch True:並列処理ON　False:並列処理OFF(初期値：false)

doSplit 翻訳時に原文を分割するかどうかのオプション(初期値：false)

apiId 翻訳APIのID(初期値：generalNT)(※1)

history 文脈利用翻訳の指定(※2)

xmlMode XMLタグを考慮した翻訳オプション(初期値：0)

prompts プロンプト(初期値：指定なし)(※2)

style スタイル(初期値：指定なし)(※3)

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

(※1) 翻訳APIのIDは言語ペアによって利用できる翻訳APIが異なります。

どの言語ペアでどの翻訳APIを利用できるか知りたい場合は「標準自動翻訳API」を実行してください。

(※2) prompts引数への値の指定方法は以下の通りです。

MinhonWebApi.TranslatePrompt.SourceText：原テキストを格納

MinhonWebApi.TranslatePrompt.TargetText：訳テキストを格納

これらをList<TranslatePrompt>の形式で保持したオブジェクトを引数に渡してください。

(※3) style引数への値の指定方法は以下の通りです。

MinhonWebApi.TranslationStyleクラスの中には様々なスタイルを指定するオプションが存在します。

これらのオプションは列挙体で構成されており、Null許容型として定義されています。

即ち、使用しないオプションはNull(初期値)のままにしておき、適用したいスタイルに対してのみ

個別に値を設定してください。



■画像ファイル翻訳

メソッド

ImageFileTranslationAsync

機能説明

原言語と訳言語の言語コードを指定し、原文を翻訳した結果を取得する機能です。

引数

filePath 翻訳対象の画像ファイルのファイルパス

batch True:並列処理ON　False:並列処理OFF(初期値：false)

doSplit 翻訳時に原文を分割するかどうかのオプション(初期値：false)

apiId 翻訳APIのID(初期値：generalNT)(※1)

history 文脈利用翻訳の指定(※2)

xmlMode XMLタグを考慮した翻訳オプション(初期値：0)

prompts プロンプト(初期値：指定なし)(※2)

style スタイル(初期値：指定なし)(※3)

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

(※1) 自動翻訳APIに準じます。

(※2) 自動翻訳APIに準じます。

(※3) 自動翻訳APIに準じます。

■画像翻訳

メソッド

ImageTranslationAsync

機能説明

原言語と訳言語の言語コードを指定し、原文を翻訳した結果を取得する機能です。

引数

image 翻訳対象の画像ファイルストリーム

batch True:並列処理ON　False:並列処理OFF(初期値：false)

doSplit 翻訳時に原文を分割するかどうかのオプション(初期値：false)

apiId 翻訳APIのID(初期値：generalNT)(※1)

history 文脈利用翻訳の指定(※2)

xmlMode XMLタグを考慮した翻訳オプション(初期値：0)

prompts プロンプト(初期値：指定なし)(※2)

style スタイル(初期値：指定なし)(※3)

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

(※1) 自動翻訳APIに準じます。

(※2) 自動翻訳APIに準じます。

(※3) 自動翻訳APIに準じます。



メソッド

SplitSentenceAsync

機能説明

原言語の言語コードを指定し、長い文章を適切な長さに区切ります。

引数

text 対象テキスト

lang 原言語の言語コード(Language列挙体)

doJoin 分割した文章を結合して返却(初期値：false)

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

■言語検出

メソッド

LanguageDetectAsync

機能説明

対象テキストから、テキストを構成する言語を判定します。

引数

text 対象テキスト

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

■辞書引き

メソッド

LookupAsync

機能説明

原言語の言語コードと辞書ID(pid)を指定し、対象テキストから単語の意味を調べます。

※辞書IDは複数指定することが可能です。

引数

text 翻訳対象の原文テキスト

lang 原言語の言語コード(Language列挙体)

lookupId 辞書ID(※)

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

(※) 辞書IDは複数指定することが可能です。

指定できる辞書IDは後述するUtilityから取得することができます。



リファレンス - 翻訳データAPI機能

■用語集登録

メソッド

AddTermCollectionAsync

機能説明

用語集を登録します。

用語集とは、後述する用語データを保持するフォルダの様な役割を担います。

引数

title 用語集の名前

fromLang 原言語(Language列挙体)

toLang 訳言語(Language列挙体)

provide 対訳提供(Provide列挙体)

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

■用語集更新

メソッド

UpdateTermCollectionAsync

機能説明

既に登録済の用語集の内容を更新します。

引数

pid 用語集ID

title 用語集の名前

fromLang 原言語(Language列挙体)

toLang 訳言語(Language列挙体)

provide 対訳提供(Provide列挙体)

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。



■用語集リスト取得

メソッド

GeListTermCollectionAsync

機能説明

登録している用語集をリスト形式で取得します。

引数

fromLang 原言語(Language列挙体)

toLang 訳言語(Language列挙体)

order 更新日時をキーにして並び順を指定します。(初期値：昇順)

limit 取得件数の上限を指定します。(初期値：100)

offset 一覧取得データにおける、オフセット値(初期値：0)

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

■用語集削除

メソッド

DeleteTermCollectionAsync

機能説明

指定した用語集IDの用語集を削除します。

引数

pid 削除する用語集ID

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

■用語集ダウンロード

メソッド

DownloadTermCollectionAsync

機能説明

指定した用語集IDの用語集をダウンロードします。

引数

pid ダウンロードする用語集ID

ext DownloadFileExt列挙体（初期値：tsv）

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。



■用語登録

メソッド

AddTermAsync

機能説明

用語データを登録します。

引数

pid 登録先の用語集ID

sourceText 原テキスト

targetText 訳テキスト

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

■用語ファイル登録

メソッド

AddFileTermAsync

機能説明

用語ファイルを登録します。

TSVファイルを利用して、用語データを一括で登録することが可能です。

引数

pid 登録先の用語集ID

filePath 用語ファイルパス(※*.tsvのみ対応)

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

■用語更新

メソッド

UpdateTermAsync

機能説明

指定された用語を更新します。

引数

pid 更新対象の用語データが属する用語集ID

cid 用語ID

sourceText 原テキスト

targetText 訳テキスト

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。



■用語検索

メソッド

SearchTermAsync

機能説明

指定された用語を検索します。

引数

text 検索テキスト(※1)

matchType MatchType列挙体(※2)　初期値：前方一致

order 登録日時をキーにして並び順を指定します。(初期値：昇順)

limit 取得件数の上限を指定します。(初期値：100)

offset 一覧取得データにおける、オフセット値(初期値：0)

pids 検索対象の用語集ID配列(※複数指定可能)

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

(※1) 検索テキストが未入力の場合は全件検索を行います。

(※2) 完全一致、前方一致、後方一致、部分一致が利用可能です。

■用語削除

メソッド

DeleteTermAsync

機能説明

指定した用語IDの用語を削除します。

引数

pid 削除する用語が属する用語集ID

cid 削除する用語ID

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

■対訳集登録

メソッド

AddBilingualCollectionAsync

機能説明

対訳集を登録します。

対訳集とは、後述する対訳データを保持するフォルダの様な役割を担います。

引数

title 対訳集の名前

fromLang 原言語(Language列挙体)

toLang 訳言語(Language列挙体)

provide 対訳提供(Provide列挙体)

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。



■対訳集更新

メソッド

UpdateBilingualCollectionAsync

機能説明

既に登録済の対訳集の内容を更新します。

引数

pid 対訳集ID

title 対訳集の名前

fromLang 原言語(Language列挙体)

toLang 訳言語(Language列挙体)

provide 対訳提供(Provide列挙体)

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

■対訳集リスト取得

メソッド

GeListBilingualCollectionAsync

機能説明

登録している対訳集をリスト形式で取得します。

引数

fromLang 原言語(Language列挙体)

toLang 訳言語(Language列挙体)

order 更新日時をキーにして並び順を指定します。(初期値：昇順)

limit 取得件数の上限を指定します。(初期値：100)

offset 一覧取得データにおける、オフセット値(初期値：0)

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

■対訳集削除

メソッド

DeleteBilingualCollectionAsync

機能説明

指定した対訳集IDの対訳集を削除します。

引数

pid 削除する対訳集ID

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。



■対訳集ダウンロード

メソッド

DownloadBilingualCollectionAsync

機能説明

指定した対訳集IDの対訳集をダウンロードします。

引数

pid ダウンロードする対訳集ID

ext DownloadFileExt列挙体（初期値：tsv）

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

■対訳登録

メソッド

AddBilingualAsync

機能説明

対訳データを登録します。

引数

pid 登録先の対訳集ID

sourceText 原テキスト

targetText 訳テキスト

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

■対訳ファイル登録

メソッド

AddFileBilingualAsync

機能説明

対訳ファイルを登録します。

TSVファイルを利用して、対訳データを一括で登録することが可能です。

引数

pid 登録先の対訳集ID

filePath 対訳ファイルパス(※*.tsvのみ対応)

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。



■対訳更新

メソッド

UpdateBilingualAsync

機能説明

指定された対訳を更新します。

引数

pid 更新対象の対訳データが属する対訳集ID

cid 対訳ID

sourceText 原テキスト

targetText 訳テキスト

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

■対訳検索

メソッド

SearchBilingualAsync

機能説明

指定された対訳を検索します。

引数

text 検索テキスト(※1)

matchType MatchType列挙体(※2)　初期値：前方一致

order 登録日時をキーにして並び順を指定します。(初期値：昇順)

limit 取得件数の上限を指定します。(初期値：100)

offset 一覧取得データにおける、オフセット値(初期値：0)

pids 検索対象の対訳集ID配列(※複数指定可能)

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

(※1) 検索テキストが未入力の場合は全件検索を行います。

(※2) 完全一致、前方一致、後方一致、部分一致が利用可能です。

■対訳削除

メソッド

DeleteBilingualAsync

機能説明

指定した対訳IDの対訳を削除します。

引数

pid 削除する対訳が属する対訳集ID

cid 削除する対訳ID

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。



■正規表現集登録

メソッド

AddRegexCollectionAsync

機能説明

正規表現集を登録します。

正規表現集とは、後述する正規表現データを保持するフォルダの様な役割を担います。

引数

title 正規表現集の名前

fromLang 原言語(Language列挙体)

toLang 訳言語(Language列挙体)

provide 正規表現提供(Provide列挙体)

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

■正規表現集更新

メソッド

UpdateRegexCollectionAsync

機能説明

既に登録済の正規表現集の内容を更新します。

引数

pid 正規表現集ID

title 正規表現集の名前

fromLang 原言語(Language列挙体)

toLang 訳言語(Language列挙体)

provide 正規表現提供(Provide列挙体)

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

■正規表現集リスト取得

メソッド

GeListRegexCollectionAsync

機能説明

登録している正規表現集をリスト形式で取得します。

引数

fromLang 原言語(Language列挙体)

toLang 訳言語(Language列挙体)

order 更新日時をキーにして並び順を指定します。(初期値：昇順)

limit 取得件数の上限を指定します。(初期値：100)

offset 一覧取得データにおける、オフセット値(初期値：0)

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。



■正規表現集削除

メソッド

DeleteRegexCollectionAsync

機能説明

指定した正規表現集IDの正規表現集を削除します。

引数

pid 削除する正規表現集ID

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

■正規表現集ダウンロード

メソッド

DownloadRegexCollectionAsync

機能説明

指定した正規表現集IDの正規表現集をダウンロードします。

引数

pid ダウンロードする正規表現集ID

ext DownloadFileExt列挙体（初期値：tsv）

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

■正規表現登録

メソッド

AddRegexAsync

機能説明

正規表現データを登録します。

引数

pid 登録先の正規表現集ID

sourceText 原テキスト

targetText 訳テキスト

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。



■正規表現ファイル登録

メソッド

AddFileRegexAsync

機能説明

正規表現ファイルを登録します。

TSVファイルを利用して、正規表現データを一括で登録することが可能です。

引数

pid 登録先の正規表現集ID

filePath 正規表現ファイルパス(※*.tsvのみ対応)

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

■正規表現更新

メソッド

UpdateRegexAsync

機能説明

指定された正規表現を更新します。

引数

pid 更新対象の正規表現データが属する正規表現集ID

cid 正規表現ID

sourceText 原テキスト

targetText 訳テキスト

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

■正規表現検索

メソッド

SearchRegexAsync

機能説明

指定された正規表現を検索します。

引数

text 検索テキスト(※1)

matchType MatchType列挙体(※2)　初期値：前方一致

order 登録日時をキーにして並び順を指定します。(初期値：昇順)

limit 取得件数の上限を指定します。(初期値：100)

offset 一覧取得データにおける、オフセット値(初期値：0)

pids 検索対象の正規表現集ID配列(※複数指定可能)

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

(※1) 検索テキストが未入力の場合は全件検索を行います。

(※2) 完全一致、前方一致、後方一致、部分一致が利用可能です。



■正規表現削除

メソッド

DeleteRegexAsync

機能説明

指定した正規表現IDの正規表現を削除します。

引数

pid 削除する正規表現が属する正規表現集ID

cid 削除する正規表現ID

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。



リファレンス - ドキュメントAPI機能

■ファイル翻訳登録

メソッド

AddFileTranslateAsync

機能説明

ファイル翻訳を登録します。

登録時に様々なオプションを設定可能です。

引数

title ファイル翻訳の名前

file 翻訳したいファイルのパス(※URLも可)

mtId 翻訳APIのID(初期値：generalNT_en_ja)

history 文脈利用翻訳(初期値：なし)

xmlMode XMLタグを考慮した翻訳(初期値：OFF)

doSplit 文字区切りオプション(初期値：false)

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

■ファイル翻訳状況確認

メソッド

GetFileTranslateStatusAsync

機能説明

登録したファイル翻訳の状況ステータス(※1)を取得します。

引数

pid 確認したいファイル翻訳ID(初期値：指定なし)(※2)

limit 取得件数の上限を指定します。(初期値：100)

offset 一覧取得データにおける、オフセット値(初期値：0)

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

(※1) 取得される状況ステータスは以下の通りです。

-2：失敗

0：待機中

1：処理中

2：完了

(※2) pidを指定しなかった場合、登録されている全てのファイル翻訳IDの状況ステータスを取得します。



■ファイル翻訳結果ファイル取得

メソッド

GetFileTranslateResultFileAsync

機能説明

翻訳完了したファイルを取得します。

引数

pid 取得したいファイル翻訳ID

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

ファイルデータはレスポンス内の以下の領域にバイト配列として保存されています。

DownloadApiResultModel

FileData

ファイルをローカルに保存したい場合は、以下の処理を参考にしてください。

処理サンプル：

File.WriteAllBytes(filePath, apiRes.Data.Result.FileData);



リファレンス - その他API機能

■音声合成（日本語 / ja-JP）

メソッド

TextToSpeechJaJpAsync

機能説明

指定したテキストから指定した言語の音声ファイルを合成します。

引数

text 音声合成元のテキスト

voiceFont VoiceFontJaJp列挙体（初期値：JAF001_neural_cpu_24k）

speed 話速0.5～2.0（初期値：1.0）

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

■音声合成（英語 / en-US）

メソッド

TextToSpeechEnUsAsync

機能説明

指定したテキストから指定した言語の音声ファイルを合成します。

引数

text 音声合成元のテキスト

voiceFont VoiceFontEnUs列挙体（初期値：ENF013_neural_cpu_24k）

speed 話速0.5～2.0（初期値：1.0）

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。

■音声合成（中国語 / zh-CN）

メソッド

TextToSpeechZhCnAsync

機能説明

指定したテキストから指定した言語の音声ファイルを合成します。

引数

text 音声合成元のテキスト

voiceFont VoiceFontZhCn列挙体（初期値：CJF101_neural_cpu_24k）

speed 話速0.5～2.0（初期値：1.0）

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。



■音声合成（韓国語 / ko-KR）

メソッド

TextToSpeechKoKrAsync

機能説明

指定したテキストから指定した言語の音声ファイルを合成します。

引数

text 音声合成元のテキスト

voiceFont VoiceFontKoKr列挙体（初期値：KOF007_neural_cpu_24k）

speed 話速0.5～2.0（初期値：1.0）

戻り値

ApiResponse APIで取得された結果データやAPI実行の成否のコードを

保持しています。



リファレンス - Utility

■辞書引きAPI用用語集IDを取得

メソッド

GetLookupPidDictionary

機能説明

辞書引きAPIで指定する辞書ID(pid)の一覧を取得します。

辞書IDはLookupId列挙体で指定する為、どのIDを指定するか予め分かっている場合は

当メソッドを利用する必要はありません。

引数

なし

戻り値

DictionaryオブジェクトにLookupId列挙体をキーとして

キーに対応するID文字列を保持します。

■テキストのUTF-8のバイト数を取得

メソッド

GetByteCount

機能説明

指定したテキストのバイト数(UTF-8)を返します。

※自動翻訳APIでdoSplitオプションをfalseに設定した場合、翻訳テキストの上限値は

4,000バイトです。

「自動翻訳API用文章分割」等を利用し、予め適切な文章量に区切ってください。

引数

text 対象テキスト

戻り値

int 引数に指定した対象テキストのバイト数

■TSVファイルフォーマットチェック

メソッド

CheckTsvFileFormat

機能説明

翻訳データ系のAPIでファイル登録(TSV)する際に、中のデータが正しい形式か

どうかを判定します。

具体的には、ファイル中の全てのデータがタブ文字で区切られた2列のデータで

構成されているかどうかを判定します。

引数

filePath 対象TSVファイルパス

戻り値

bool true：正しいTSVフォーマットのファイルです。

false：フォーマットが不正のファイルです。

Dictionary<LookupId, string>


